
特別寄稿
芦田恵之助研 究 序 説 ( 二 )

一「乃木大将の幼年時代 j の授英一

山泣

一何故ζ む授業を取D上げるか

前稿K沿いて1 私は芦田恵之助研究む方法を、著作中心から、授業記録中心へ転換すべきことを

説き、その実際の一例として"¥ IヒノマノレノハタJの授業の復元研究の成果を事lz告ーした。

本稿では¥これを承けて1 他の芦田む授業「乃木大将の幼年l時代」を取iJJ二(ザ1 同様の研究のri兄

呆の一端を報告したいと思う O それK先立って1 数多い〕主自の授業記録:のiヤで1 何故これを問題と

するかKついて、述べてなかねばなるまい。

1il!故(![¥如何様K問題とするかという問いの中1;[¥研究の志向か含まれると同時二1;[¥そ

れが要請する答えをもすでK内包していると考えられるからである。

ω 教材「乃木大将」の時

[乃木大将の幼年i王寺代jは1 大正十年K出された『 j] (第三WJ国定「ハナハ u
読本〉巻八の最後、第二十八K登場し、表現K修正を加えて\n例:IJ十一年K出た r 小学I~言語読本』

(第四品~国定「サクラ J 説本〉巻七の最後1 第二十六 I;[ t量かれた教材でーあった。したがって1 昭和

十七年に『初等科国語j] (第五期間定「アサヒJ読本〉三・四学年mができる前年までのこ十一年

間1 全函の小学四年生Kよって読諦せられたはずである。す左わち'¥ J~輩の側からいえば1 明治四

十五年(大正元年〉から、昭和七年までK生まれた日本人の共通経験として、とり課業を挙げるこ

とも可能左こと K在る。また教師の側からいえば、この授莱を担当した数多くの小学校教師の11コK

わが芦田恵之助 (1873"，-， 1951) もいたわけであって、小壮四十八歳の春から、古稀をトし

て保谷草庵K入る前年までの旬、この教材を扱うことが出来たはずである。

重接の筆者は明確ではないが、八波刷吉・高野辰之によってj有意され¥佐野保太郎・井上越らに

よって修補されたこの一文は、近代国語科教育史Kないて、最も息の長い教材の一つであって、こ

れが全国の小学教師たち陀よって、どのように取扱われて来たかを実証的に検証批判する ζ とは1

訟のずから戦前の国民教育のー断面を浮び上らせる興味ふかしぺ作業であると考えられる。また1 児

童読物の上K一時代を画したとされる「講談社の絵本Jのシワーズカヘ昭和イ一年十二月 K発足し

て以後1 急速K普及発展を見て、昭和十七年四月までvC2 0 6冊を刊行するが、その成功の原動力

と左ったのが第一冊目の『乃木大将 Jの絵本であった事実も、 ζ の教材の存在と無関係Kは考え待

ない。 よかれ悪しかれ、この時代の子供たちの主主怨的人間1去の一つが1 乃木大将として提示・流布

されていたわけである。

(時垣内松三との出会い

同時代の教師として、芦田がその生涯K乙の教材を何回取扱ったかは¥Kわかに明らかKし待な

いが、数多くその機会があった ζ とは、 「この教材を教壇に取扱ったことは¥税十幽だか知れませ



んもナ自ら述べていることからも明らかである。その数多い授業の中で1 記録の公にされているも

のは1 次のこである。

1 昭和七年二月二十九日・三月一日 東京府豊多摩郡千駄ク谷尋常高等小学校 尋常四年女組
せIv7切:や

(~垣内先生の御指導を仰ぐ記』同志向行社 昭手作七年七月子Ij所収〉

2 昭和十一年八月二十四日・二十五日・二十六日 宮城県桃生郡野蒜小学校 四年男女組
¢ひる

(~窓雨読方教壇』同志向行社 昭和十二年五月刊所収)

すなわち1 前者は¥ W尋常小学国語読本』巻八 第二十八を教材とするため花、尋常四年三学期

の最後の謀莱となれ後者同ベ『小学国語読本』巻七 第二十六を用いるので¥四年生二学期の初

めの授莱となったわけである。芦田五十九歳の早春ふ の晩夏の ζ とK属する。石井庄司

博士も示唆してなられるよう/1[¥この[向者を比較検討してみるととは、たいへん有益である」
(2) 

と考えられるゆえんである O

さらt亡、前掲の授菜記録の表題Kも明らか左ょう K、芦田Kとっては患部と仰ぐ垣内松三教授に

を観てもらい¥指導を仰いだ最初の機会が1この千駄ク谷校四年女紐での教壇であった乙とが

注意せられる。前稿で詳しく述べたよう/1[¥垣内松三がそり主著『菌語の力dJ (大正十一年五月干ID

(rC¥ rセンテンスメソッドの実例Jとして1 芦出の「冬景色Jの授莱を援用したことはよく知られ

ているが1 その授来を観たわけではなし芦田が大正五年四月 K出した『読み方教授』の記述Kそ

のすべてを負うているのである。従って、本格的(ζ十分の用意を以て垣内が芦田の教壇を観察研究

することができたのは¥ ~国語の力』刊行後十年を経て1 右の千駄ヶ谷校tてないてで』あったζ とになる。

芦田自身 1 ζ の出会いの意義 Kヲいて¥W垣内先生の御指導を仰ぐ記 Jの冒頭(rC¥ rあh

とのこ日 O 私はどれほどこの日を待ったか知れぬ。 昭和七年二月二十九日と三月一日 O 私はこの二

臼を求めて1 六十年を生きて来たのではあるまいかと忠ふo Jと菩き、 「求むる日はめぐって来た。

東京市外千駄ク谷小学校児於て、求むる日の教壇が恵まれたo Jとして rとの二日は私の上t亡、

日A(rcjffVC父母未生以前よ b決定していたことではあらうが、また一面求めたから待ら礼たとも考へ

られゐ。定まっているこ日を1 求めて得たとの感じが、た Yうれしくてならぬ。誰KとはなしKひ

そかに合掌したいやうな気がする。 J とまで書いている。
(3) 

ζの描織が純熟するまでの経緯については、石井庄司博士の詳密な論棋 があるので1 それに譲
(2) 

Dたいとj記、うが、そり中で壇内が芦田の教室を初めて訪れたのは、この千駄ク谷の二日をさかのぼ

ること突K二十二年、明治四十三年の夏のとと (ζ属すると推定されていること K注意してなきたい。

それは、垣内が「女子高等師範学校の学生を指導するためにJr実地授業を拝見したのは、二十余

年聞の或る夏の日儲かK十分余であった」と自ら記しているように1 夏休前の綴D方の授業であっ

たという O その時は、時!簡が短かかったのみ右:らず¥いわば外発的花、駿務上学生を引率して笑地

授莱を参観したという K止ま.0¥勝設になける「出会いJ (Begegnung) とは言い得左いもの
(4) 

であったと考えられる。

前稿K沿いて、私は「冬景色j論争の有効性/1[/鶏通して、授菜研究の対象を次のように考えた。

「われわれのいう授来制究とは、まさ Kかかる総 b返しの利かぬ1 時間と空間の交点K拾いて、
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特定の教材ーを媒介{ζ しつつ、学習者と とが出会う瞬間をこそ問題として取 D上げねばならぬ

ζ と{ζ なるo J 
(5) 

これを致桁していえば¥授菜者と参観者との f出会いj もまた¥一回生起的左授莱の悪事実そのも

のを媒介としつヲ1 単に物理的K近接した空間を特定時間VC.:t"いて共有した事実をさすに止まらず¥

根諒的左「我と汝J の関係(![.:t'>いて成立する主体的体験をざすものと見るととができょう O この
(4) 

意味Eてま子いて、芦田と垣内との出会いは、昭和七年二・三月の交¥千駄ク谷小学校四年女組の教室

という時空Kないて¥ 「乃木大将の幼年時代jの授業事実を媒介にして成立したものと見られる。

との出会いに対する芦田の感謝む念、(d¥ 先(ペこヲlいたところ(屯明らかであるが¥一方坦内(也、千駄

ヶ谷小第二日午後の講演の結尾(ぺこないて¥次のように述べている。

「芦田先生の実地授莱について、私の立場から¥何らかのととを申し上げるといふ機会はまたと

褐られないかも知れ左 1ρ。多年望んで居ったが、いはゆる一期一会であるかも矢口れ在い。この百r!f堂

K響けと声をあげたのでは左v玉、甚た潜越ま言葉であ Dますが読方教育を研究するため氏、 l通語教

育を熱愛するため i![\ 全国 Vて響けと\戸を5長 D あげてみたつも D であ 9~ す。 J
(6) 

さらに、この出会いの三年後、芦田の教壇行脚十周年記念第四回想雨会の講演のIご|コで¥

「芦田先生の教壇(疋参与するやうに左ヲたのは¥笑は昭和七年二月末以来である。掛1;1行間叶均三の

中の後三分、のーの時期である。芦i舌先生Uてな目陀か kる毎(ζよ〈申上げることは九との三年間む時臼が長v:.ゃう

左心持がすると1/，ふことでbる03出三にりをかれても亦ζの三年沙耕三常に長かったやうにi君、」、といふことを漏ら

される。(中略〉それは時間で口三年であるれこの三奪三に、そのイ惜「もの三十年間の12ド織と忠紫と笑践とが結晶した

といふことに帰するのではないかと考へられる。 ζの三年間先生の教J盛花参与し得る ζ と十数回で

あったが¥その十数回の実際の御授業を拝見ナる!支どと VC¥ 私としては心ひそかに自分が私の立場

で考へて来たことが教壇の上にあ DあDと出て揺るやうな感激をもフて常K教を仰いで居ったので

ある。」
(7) 

ーは芦田の授楽に接した直後の言であ.0¥他は三年後の述懐であるが、垣内が ζ の出会いをいか

K熱誠を以て受け止めていたかをよくうかがわせるものがある O

(0) 青山広志との出会い

今一ヲの出会いは1 以後芦田の授業の得がたい記録者と在った青山広志氏とのそれであった。

『垣内先生の御指導を[Jpぐ記』第二臼の「教授の笑傑Jは、青山速記の最初のものであると考えら

れるが、その冒頭K芦田自ら記していう¥

「教授の実際は青山君の御厚意Kよって1 すっかD速記していた Xいたので1 教室内の気分まで

が1 如実K伝へられることになったのがうれしい。この頃垣内先生にその速記を沿自民かけたら、

r見るやうだ』と j与っしゃったo 実は青山君ーに苅しては失礼右:申しゃうだが1 速記で乙れだけの気

分の出るものとは思ってゐなかった。さき頃郷里へ一寸旅行して1 青山君の速記を持って行った。

すると友人が奪ひあって読んだo 誰も誰も『君を見るやうだo 台国説も所々 K出てゐる。~と1 喜

んだD評したDした。私の存生中 VL¥青山君を煩はして、訪Jーから尋六までの各一課づ Lを筆記し

てもらって1 昭和の御代の国語教授の姿を、後世K伝へたいと思ってゐる。それが出来たら1 四十
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をふんだ我が生弘 左かったと思..$-:-.0 もし具眼の新聞紙が、紙面の一部をさうし

た記事のために割く日があったら1 子を持つ天下幾千万の母が、いか(疋喜び迎へるととであらうと

a L 
ひ ""-0 .J (8) 

芦田の存生中K、

らば、四十年の教壇生活も

よって、ぞの国語教授の姿を後世VIζ伝えたい、それが公Uとされ，たな

あるとする願いは、意外(iC.早しとの五年後1 すなわち昭和十二

年五月十八日発行の『恵、雨読方教壇』全五三六ページとして果遂 vせられること K在る。すなわち、

昭和九年五月十三日、神奈川県伊勢原小学校高等科一年の「山村jの授莱から1 昭和十二年三月十

五日1 の「四月」の授業まで1 都合十回の授莱記録は1 速記の名手青

山広志氏の手に よって百二十字詰原稿用紙K清書され、積上げて約四十センチK及んだ。 ζの中か

ら、高等科の二編ム尋六の復習を省いた七編 ( 一年から六年まで各一編とこ・三年の複式授

) (iC¥芦田自ら注記を随処K加え. 同友菩jの写真を掲げ、 「教案Jと「所感Jを前後

K配して構成したのが不朽の名著『恵雨読方教壇』である。

以後、との錬遠の速記者~:t\形影相伴なうがどとし J吉田の教壇行関J (iC同行して、記録を続けた。

『芦田恵之助先生七十八歳の教壇記録 JJ (いずみ会 昭和三十八年十一月干1])のどときは、その最

晩年1 昭和二十一日戸十一月二十八日から三日間、信濃教育会附寄付して¥長門知J報で行っ

た六@]の授業記録であるが、この問、二回の講演や講堂言n話、鹿談会はもとよれ短健医入つての

雑談、はては床を延べて横臥してからの話柄Kいたるまで1 あたかも芦田恵之助三日時Kわたる二

十四時間の全生活記録ともいうべき局密きわまるもので¥三三九ページの大冊を成している。また

昭和四十四年八月から刊行された『法楽寺の芦田恵之助先生』全五巻1 四六倍版のべ二千二百ペー

ム原稿托して一万一千枚の芦田の晩年の詳細 の手K成ったことはよく知られてい

るO

ζ の背iJJ広志氏が、芦田 K傾倒して、あたかも禅師に随従する侍者の如く1 随閣記を綴b始めた

日のことを1 次のよう K追懐されている。

fl昭和七年三月-8は、東京千駄谷小学校国語研究大会の二日目 O 北海道のj自友JI!西清君が垣内

ょうと1 東京日日新聞社から私をヲれ出した。 ζの司、はからずも拝見した先

生の教壇がf乃木大将の幼年時代 Jである。私はこの教壇の事象K打たれた。温い雰囲気と愛情の

深さというものが、私が子供の頃K学んだ教室とは比べることもできぬ。こういう先生仏日本の

国にはヰシられたのかという篤きであった。(仁|コ略〉人K値うととは容易でない。十一年の歳月を要

し、私は三十二歳Kなっていた o J 
(9) 

イ一一年前、すなわち大正十一年の冬¥前年六月花、三年間独習を続けた速記の技術が認められ、

となった青山氏v'C， 向新聞記者坂元麓郎氏が、かねて尊敬する芦田恵之助の人間

像を讃え、知過を縛ることを勧めたというのである。この間¥青山氏は、大正十二年六月1 帝国通

信社大阪支社速記部員K転ム翌年五月、中山太陽堂主人中止i太ーが創立した中山文化研究所の諮

として迎えられ1 大阪毎日新同社に転ずる昭和三年九月まで¥所長富士川瀞博士

の下で1 仏教講話を記録する仕事を続ける。かたわら、 llJ辺習学・曾我量探・金子大栄等諸I@の法
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定K連なったという O 毎 E新同社では1 中央連絡部で、東京日日新聞社や関門総局から電話で送ら

れてくる成文のニュース・論説を電話で受けて鐙記し、記事を作る業務を担当し?と。当時の整理部

副部長が¥俳人出村木国であ払青山氏は1 以後「淳心居jの俳号を以て句作を統け木i主!の指導を

受けるとと K在る。
一--~- --~0 Òl 

背L1JT:の1経歴K筆を費したのは1 外でも左 v¥ かの稀代の授業記録が生まれるためoζは¥隠同j速

記者む側VL:<b，かねて ζれだけの経験と習練が積まれて長.D¥まさに機縁純熟して千駄谷校の出会

いと在った乙とを明かしたかったからである。この出会いの結呆生まれた青山筆記の授業記録とし

ての意義Uてついては1 章を改めて考えたいと思う O また「乃木大将の幼年時代jの授業

その授莱過程そのものK内在していることはいうまでも左心本稿Kないてとの授業を取タ上け'た

理由もまさにそ ζ花存するのであるが¥これについては1 したいと思う O

二授業記録の意義

一青山速記をめぐってー

前章に沿いて1 私{I;士、この授業が戸田と青山j五芯j走との出会いとなった由縁を述べ¥それまでK

氏がいかにして比類の左い速記者として自己形成を遂げていたか正うかがったのであるが、本章で

は1 かかる出会いの結来、産み出された授莱記録の特質を考えてみたいと思う O

(A) 学習者の反応、

青山速記が始められたのは1 千駄谷小学校での授柴の第二日、昭和七年三月一日からであった。

第一自の授莱記録は1 誌の手阿武ったかは詳らかでは左いが、恐ら〈は参観の教1Mむ一人の筆記を

得て1 芦田自身がまとめたものであろう o ζれと、第二日の背iJj速記を比較してみると、一流れの

授業の記録左がら、後者の精到さがあざやかに浮び上ってくる。

その最も著しい点は、前者が、教授者の発言のみを逐うているのK対して1 後者は1 とれを精確

Kとらえると同時VL:，それによって触発される学習者の反応を十分の注意をNて記録じている点K

存する。この点 ζそは1 青山連記を寅ぬく注目すべき特色の第ーと考えられるが、それが説K最初の

筆録Kあらわれている ζ と陀注意して台きたい。一例をあげる。第一時の冒頭1 全文通誌のあふ

第二ステップの話し合いに入ったと ζ ろで、次の発問が記録されている。

or幼年時代といったら何の事ですか。 幼年とは。 J

or皆さんは幼年ではないのO もすとし大きくなったら。 J

orさうです、少年。皆さんは幼年では古い方ね。 J

右の部分を、教室で復元した学生は、第二関のあと(Iiζ1 当然、の ζ と在がら「少年ですJを補った

し、古田拡氏が注記されている如く 1 第二問の、 「吉い方ね」のユーモア(久児童は(そっこ bし
(11)'"ー

たであろうことは、十分想録できる。

一方、第二時の青山速記を見るム大将の父が井戸端で水を浴びせているさし絵を見させて¥無

人の心を考えさせる授莱場面の展開が¥次のよう K記述されている。

K指名された児童) !r泣か左いやうに力んでゐる。』
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(老師〉さつ、泣か在いやう l疋力んでゐる。それが一つ見えますね。もう一つ見えますっ先生ーには

もうーヲ見える。

(今度は前よ Dも手をあげるものが多い。中の一人1 明瞭た言葉で〉

『寒い冬の中V(¥ 71<でもかぶって1 とても寒かっただらう o j] 

(老開]¥その答を引取って)それは寒かったでせう O 在んほ無人でも、寒かったでせう O けれども¥

この絵を見ると1 美しい心が見えますo (さういって1 老師の自は1 じコと、児童の上に注がれる。

ハイハイという挙手の中から1 はい1 あ1t、たと一人を指す。答へて〉

『今まで1 自分が寒いといっては泣いた 9¥暑いといっては泣いた bする心が直って来ますo j] 

(老師〉無人が惑かったと j患って直した。今時の子が~ (iC [f一寸ζLへな出で¥裸Kして水をあびせ

てやるo j]といへは¥いやいやといって逃げて行くでせう o (笑声起る〉な母さんが来左すって1

『あなた1 かぜでも引いたらどうしますか。j] (再び笑声起る〉それを幸左ことにして、いやよい

やよといって逃げて行きはせんか。 ・・・先生はこの姿を見ると、たまらない。どれほどやさしい、

素直在子だったかといふことがわかる O 体が弱~o IL、も弱い。けれども素直左乙とは、です。また

ほんとうに素直友人だったといふことがわかDます。

先生はね、けさもとの絵を見て1 あ入素直左人が育ヲのだナとかう思った。もうーベンいひま

す。素直左人が育つのだナ1 偉くなるのだナと1 かう先生は思った。皆さんもがまんしてゐる1 こ

の素直左と ζ ろを見てあげ左さいよ O く児童うなづく〉ょうしいか。 J
(12) 

ここでは、教師と児童の発言の内容のみ在らず¥そのエロキューションや、学習場面の雰顕気ま

でが活2まされているでは左いか。前橋Kないても、 fキンギョ」の授莱の、児童の外言化され左い

反応 1-• • .. • J (rC注意すべきことを指摘してないた が、芦田の授業のローノレ・プレイングによる
(13) 

復元(tCj:.;¥いて1 しばしば問題K在ったことは、主として学習者の側の1 この充実した沈黙1 あるい

は理解主体の内言活動とでもいうべき部分の「間」が十分K復元し切れ在いという憾みであった。
、、¥¥可、、、、、、、

突は1 かかる国語教室の創造の機微を ζそ1 考究の対象K据え在いこと Kは1 授業研究は始寄ら

方:いのであるが、事を授業記録の段階 V(l~良ってみても 1 問題は簡単では左い。

(B) カメラ・アングノレ

戦後のめざましいエレクト'ロニクスの進歩K伴Lべ授業を音響と扶ほの両側面から記録・分析する

ための技術方法は1 いわゆる「教育工学」の分野K沿いて、急速に開発されてきたかに見える O 近

年、ほとんどの研究授莱の教室Kは、テープ・レコーダのマイクが並び、ビデオ・カメラの放列が

致かれるのが普通の風景と在った。ととろが、四十分の授業のある部分を問題とすると弘同じ時

i閣の録音テープむ再生検討を前提としなければ在らぬという時間的記録の性格は自明のこととして

しばらく措くとしても、右Kあげたよう在学習者の内面活動1 充笑した沈黙を把握するためKは、

録音機在る利器はほとんど無力であるかに見えるO それはふ、そらく、学習者の姿勢・表情によって

外部イじされるはずのものであって、林竹二氏の授業記録医沿いては1 スチノレ写真や1吠画アィノレム

等の映像Kよって、それらがしばしばクローズ・アップされていることは、意味のある ζ とであろ

うO 子近走経験を引くことを許していただけるならば1 昭和五十二年二月二十六日 1 大阪府下守口
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小学校Kむいて行われた岩瀬法雲氏の fアフリカのたいとJの授莱を1 ピデオ・レコーターによって

再生して、研究対象とし?ととがある との際、直接授莱を参観した者Kは肌(rC/首長じられた学習
一む0の

者の生きいきとした反応1 先 (1，ζいう「充実した沈黙Jはらま D話題と在らず1 討議は専ら教授者の

教材解釈の当否をめぐって続けられたのである。それはあたかも前号で指摘した が、

専ら教材論の段階に止ま払宇苦手?字で粁????状司ら類似していたo 然仏 ζの「アフリ

カのたい ζj の授莱記録は、校{象・音響とも {ζ鮮明ではあったが¥単数のカメラ・アングノレが専ら

後万から教壊に向つてなp"文字どな D児童の換は見えてと左かったからである。

(c) 教授者のま左ざし

ところで、 「ヒノマノレノハタ J の授莱記録は1 この千駄谷小での記録~g始からかよそ凶年後のも

のであるが、第四ステップの「書く jのと ζ ろで1

「ヒ のまるのヒですよ O かういふ具合(ζみん左書いたでせう o Jと芦田の ζ とばを記錦した後

K在記して¥ f先生は蒜のチョークでかきはじめられました。子供たちの自が板上(iC1良ひヲけられ

たゃう o J と誌して1 学習者のま在ざしK注意している。しかし¥やは D入学後三端自の一年生¥
ひ均一

書:<作莱の終Dのi語Kは、 「山口晋平君、ことで大き在あくびをーフ。 清水保太郎志¥議:けたのか

うしろを向いてイ可かやってゐますo J という仕i設と合る。ーブJ¥ 教授者のまなざしについては、
。 乃 ¥¥、、¥¥ ¥ ¥ 

先に引いた「乃木大将の幼年時代jの授業;場面にも記述されているが1 長野県城山小学校プミ年四組

になける「減万批正教謹Jにないて1 最も詳しく触れられている。これは、背山氏が r戸出先生

の門にはいって来年は二十年、~記の技綜で新i判記者の生活なするように在ってから三十年、齢も

その年の轟には知命』て達することを記念する記録とすべく思い立ったJものであフて、 「との長野

の記録こそ1 芦田先生最晩年の教壇事象を1 一人の弟子が敬愛を傾けてもき上げたやや満足のでき

る記録であるj と自ら誌しているよう(iC¥芦田生前の校闘を経ずに1 霊前K捧げられた主義録であ
(1ゆ

った。それだけ(1[¥ 青山j去の注記も¥詳細をきわめゐ。す在わち、クラス全員五十二名のf戸文を十

両前から fむさぼるようにJr真剣(iCJrくD返して」読んだ芦田が1 一人ひと D作者の名を呼v¥

表題を読んで、短評を加える;場面に注していう 1

「きつい自で見据えることを『射すくめる Jと表現するのでしたら、『温いま tr::ざしでj官きとっ
、、¥、、、¥¥¥¥、、¥'¥ 

た』と者:<べきものがこの一・二分制(lUふける芦l王i先生の壮姿です。『文掲ちゃん』を蕃いた山本

幸子さん以下八人の作者む文題を読み上げて、手五:挙げた一人ひと bの作者と文をイ中立ちとして、

ここに親しく対面されました。 WJ)'4んどPj]の作者長谷川幸子さんに対しては1 僅か比一語の短評-

を路えられましたが、 81J記の作者たちのJj却にしみこんだ先生の無言の愛情のま在ざしの傑古を思う

べきであ Dます。 J(Ar'¥ (傍点は本稿筆者¥以下i叶じ)
(1の

さらK芦田の批正は続く 1

fそれから『自転車』のことを著いた中村君一。

OW一中一一…'-'j] (中村英雄君)

なず.;b-.ずと手を者さげる中村君1 先生のか目がじっと英雄君に注がれます。しばらくの同¥

こ乙に芦田先生の無i誌の愛情を感じとるのです。国語教室で子供を育てる力は、設師の/J、ざかし
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v.国文学的左乃至は国語教育学的な知識のかけらでは左い、国語教育の思潮がどうだ ζ うだという

理屈沙汰でも断じてあ Dますまい。個性を見抜いて、そζKこと (rfVC出さ左い愛情を彼の魂Kそそ

ぐことでは左いでしょうか。(中略〉

ょうし一。(先生の語調K力がこもる〉

011 ・・・・・・・・・j] (中村英雄君〉

中村君がどういう性質の1 そしてどん在成績の子であるかも知DませんO まだ、その文すら読ん

でい在いのですからO しかし1 名を呼ばれて手を挙げたあのすがたをぐKゃくちKゃの線で現わして

みて1 中村君のすがたの上K私自身の少年の日を見出しているのでなければ、先生の『ょうし一』

と拾っしゃった愛情のともった壮ことばすら平板に記してしまったかも知れません。 J
Gゆ

とこには、筆録者が¥自らの少年時代を， rtコH英維君の上K投射しつつ1 教授者のまなざしと言

表 Kこもる深い愛情を読み取っている姿が見られる。その少年時代を¥芦田に告げた書簡が公Kさ

れているので、就いて見ょう。

「私は子供の折¥手K負へん搬はれ三者であ Dましたと見えて、小学校では一校中の教師といふ教

師は、挙って私をKらんでゐるやう(rC感じられましたo i.郎下を走ったといっては立たされ、脇見を

したといっては残され1 それが度重ったといっては罰当番をさせられました。学校といふものは、

どうしてかういやなものだらうと忠ふゃう KなDました。(中略)さういう気分の八年間、各科を

通じて興味をもって学習したこと左ど¥ただの一時r1jもあ Dませんでした。 J
(21) 

(D) 読みの測定

垣内松三が'¥ I一生懸命に学んでゐる児童の1 生きた読を測定しなければ左らぬj として、ス
(22) 

トップ・ワォッチを国語教室K持ち込み1 読みの客観的測定を続けていたことはよく知られている。

千駄谷/J¥学校の二時間の授業でもそれが行われたのであって、垣内の第二日の講演の中 (!C¥ その測

定結果が繊D込まれている。教室のたての 8列、ょこの 7:7IJ (!C¥あたかも劇場の座席番号のように¥

1 "-' 8 ¥イロハニホへトの番号をつけて1 五十六名の倍々の席を指し示しつつ1 児童の学習活動を、

垣内は克明K論評している。その中で、第一日の通説は、への 5の席の児童が二分三十六秒、イの

2の児童が三分五秒を要したと述べているが1 でないこともあって1 いま読喜;材料

が明確に特定できたい O 第一自については1 前述のように、青山地記が始まって、事態は明瞭K
(235"-

在る。授業のMiまDの通説K指名されたトの 6の児童は1 試み誤Dを三度芦田(モ指摘されて読み直

しつつ、第六j設立で、全字数六二O字を読み、終るが¥芦田は珪ちに次のよう在助言を与える。

「心配をせずに読み左さいよっ読む時Kはね、心配したら、だめよ O 心配しないでしっかb読むb

それだけ統めた弘心配しなければ立派K読める。 J
(2の

さらに、統きの七・八成一凶七字を1 イの 2の児童K読ませるが、その読みぶDについて、青山

氏は、次のように注記している。

「この児童の読は才気Kみちた読であった。 i活畿な語勢は『武士の認と』といふところへ『魂と

も』と入れた。老15mは月1j(!C訂正はされなかった。 J

ζの二人の児童の読みの時;討を計測した垣内松三は1 前者(トの 6)VCついては、三分十三秒、
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後者(イの 2)VCヲいては三十秒、を要したことを述べている。 い法試みVC¥ このこ児の分あたD(25) 帆

読字盆を計算してみると、前者が一九二・七字、後者が二九四字と在って、その差は明瞭である。

このあとの「着語Jをはさみつつ、芦田が行った蹴が三分三十五秒を要したとい込2ら、分あ

たb二一四字とな払 トの 6の児童の読みの函難度は1 言十量的に明らか庇在フたといえるであろう。

ただし1 計測を重んじた垣内も、当時読速Kついて、そこまで意識的に処理していたかどうかは自

ら別問題である。

青山氏も 1 垣内のこの科学的計測を限のあた 'tVCしつつ1 自ら、ストップ・クォッチを持ち込ん

で1 速記の傍ら計時を行左うよう VC:1るためには、在台数年を要したと考えられる Q その識も若
G乃

しい成果を、われわれは、昭和十一年八月二十三・四・五臥宮城県野蒜小学校(f[:j:，--ける「乃木大

将の幼年時代jの授業記録K見出す ζ とができるであろう。乙こでは、芦i五(瓜第四期国定教科書

巻七第二十六を扱って、全級四十八名の児童VC¥段落どとり fJU員繰D読み」を六自にわたって行在

い、 「皆読Jせしめているが1 青山氏は、座席表陀拠Dつつ1 個々の氏名と共VC¥当該教材の全字

数・漢字数・か左字数を明らかκした上で、所要時間を配録しているのである。次K描げる表をど

らんいただきたい。これは、この青山民の記録を一覧表Kした上で¥いま試みに各児の説i涯を、分

当b字数でかっと内氏示し1 各段落どとの平均¥通説各自どとの全文についての統計量をつけ加え

たものである。 ζれを以てみれば1 一九三六年当時の九歳児四イー八名が¥平均文長三九・一宇の十

八文と、表題九字、あわせて七一四字(うち漢字比率三人・一掃)の読鴇:材料の各部分をいかに統

んだかを明確に知ることができる。読速についていえば¥四十八名り各児童の分みたb読字数の単

純平均は二三七・四字(標準偏差二八・二字〉であるが、各Ycが読んだ段落に長短があゐため、文

章全体としては、 hlJ表のよう左統計植と在っている。

わが国民合ける音読の速さの調査研究としては、一九五五年以降、国立国語研究所等Kよって行

われたものが知られている が、それより一十年近くも高IjVC¥かかる精密左記担Ij結果が公刊されて
(28)' ， 

いたととは1 注目陀値するであろう O しかも、他の多くが1 垣内のいわゆる「実験心珪洋的の測支足j
Gの

であったのに比して、青山記録/d¥ -:まさに「一生懸命K学んでゐる児童の生きた読を測定Jした点に

特色があるといえよう O

たとえば¥別表K明らか在ょう K、第一次の読みの平均分当 b読字数二o九字から、第六次の二

五一宇へと、 「螺旋的向上J を計量的K示している ζ と在どにもその特色は示されている。また、
(30) 

児童個々の読みの速さについても、この数値のみで左心授業過程κぉ、けるその児童の活動と照応

して見るとき 1 興味深い点が多い。従来の演習ではそこまでは徹底でき左かったが、ローノレ・プレ

イングが児主主個々の読みの速さや特質、さらKはその上K立った教授者の働きかけと、 ζれK触発

される学習者の発言や動作までを有機的左ものとして適確に再現し得るならば1 まさK人格の出会

いの場面としての授業過程のドラマは完成すること K在る。少くとも青山氏Kよる授業記録は1 そ

の試みを可能左らしめる密度を備えていると考えられる。

(国雰閤気の活写

前項にないては1 主として青山記録の郎物的・郎事的立計調IJVCよる客観的記述の側面をと D上げ
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たのであるが¥今一つの重要左半面を逸するわけKはいか;をい。

たとえば、前述の「ヒノマノレノハタJの授菜K沿いて、説六ステ'"プの fとく」の場面で、耳に

きζえているところを考えさせて、 「パンザイ パンザイ Jの板議:の上(r[¥7}jミチ資ークで[ミミ j

と書き添えた芦田の動作の後K注して、

「そのまま耳のととろ花手をやられたので、耳たぶむあた iJVOjjでいチョークが美しいo J 一年
(31) 

生入門崩の投莱とあれば、 「ミミ Jと幸子き、車ちに告身の耳を指示したのであろうが1 耳たぶのあ

たbの赤いチョークを美しいとi損じたのは筆録者の主誠氏はちがいあるまい。ただ¥この一句¥ !~~ 

るそ、あたたかい教室の空気を伝え得て妙である。

また、岐阜県高須小学校六年男組Kかける「孔子Jの授業の第一[j寺第二ステップの「話しあひj

で、 「孔子」学習の意義を求めて1

「君ら花関係があるかどうか一、人生のためlにはたらいた人といふ在らは¥君たちにi到係がある

か在いかといふ ζ とよ一一。 J

0，一一一一」

「右はJ

、orあbますJ (市井一男君〉

「皆さんl疋えら〈関係がある。私にも関係がある1 恐らく地球上の¥人と名のつくものには・・

... Jと説きつつ¥ f人生」と板番し、

「君たちは、在ぜ子し子のととろを稽古するのかね...Jという英lin巧を発する。との{去の01・・

... Jで表記された「充実した沈黙Jの聞に1 一行、

「木枯の音強し」 と注苛する背山氏である。時K昭和十一年十二月二日の午まえ、との日 1 議(32)'-1--l-;1 

老山地から吹きお、ろす風音をかかる静寂の中で身K聴いた人は、高須町托;他にいたかどうか。とと

で私は青山淳心居翁の永年にわたる俳句の教義を思わず(吃は壮れ左い。

以上1 数多い中から二例を岳げて、青山氏の「無用の月むともいうべき寸鉄の描'fJ.1((よって、教

室の雰囲気が活写される妙を指摘したのであるが1 氏は自ら ζのととについて、次のように述べて

いるO

「教室の空気が温いとがヘ指導が愛情(ζみちているとかいう乙とを、夜、は救~t記録の中によく ilr長

います。教育には全くの素人で1 教壇の観方?など伺一つ矢uつてはいないのですが、先生のこういう

答の受け取b方K接すると、身内がぞくぞくするほどにうれしくな Dます。ただに私がうれしくな

るばかbでましこういうことは、花接した子供ーたちが自を輝かぜます。そして¥見ていると安らぎ

の表情が浮かぶ。指導者を含めて一級五十人¥そん在自在 D顔なタからだ全体が、数室の空気をつ

ぐるものだとしたら、そういう情景を自の前Vとしては、どうしてもそう事かずVCtt::lテれないわけで

すb J 
(33) 

「こういう答の受け取 b方」というのは、長野市城山小学校六年男女組の f木もと竹うら」の授

業で1 第三段落の「光ることはJを児童K選ばせて板番:している場面で1 中村英雄君の誤:答K対し

て，元
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I;}，">しかった在 O むしかったと思う O しかし1 それがあすまでKはよいと考えるよう K在るかも

知らんが、もう一つあろうが・・・。」と受け止めている扱いを指すものである。さらに1ζれを注

して、青山氏は、

「突き出した槍は『恥しかった左』とパッと払ったが¥ W去しかったと思う』と重ねた摂取の愛

語K包まれてな D¥手繰Dょせた手元から間髪を容れず『しかし、それがあすまでにはーょいと

考えるよう K左るかも知らん』と和顔を添えた救いの桝まで投げてなられるo Jと述べて、ことば

の背後K簸る芦田の懇念までを釈き明している。

さらに語を継いで¥ rこういう先生の生き方、そして人を生かす生かし方。とういうものが五十

K走ろうとして、在な芦田先生の国語教室で私が学ぼうとするものですO あDがたいこと11:.¥身K

ついている速記の技術が1 こういうナマむ ζ とばをそのままの形で深い感動にひたD在がら捉えさ

せてくれる。教壇事象を上手投文章で読ませるように、いえば文学的K菩き現わして見せる手もあ

るだろうけれども、私はやっぱ D自分で蓄き取ったナマのことばを吟味しながら、そのととばをな

使いKなった芦田先生の争心Kふれたいと足l、うのですo Jとして、自らの速記の意味を適確に見据

えていることを明らかKしている。

教壇随関記録二十年、白mのことばを通してその ζ ころに学ぼうとする青山氏の一貫した態度はこ

こK明らかであるが、上κ引いた高須小学校での「孔子Jの授業K遇うた麗びを述べた次の一文を

併せ読むこと Kよって、われわれは、かかる稀有の授莱記録を産み出した根源についてよ b探く盟

会できるよう K忠、われる。

「芦田先生の御教;盟K結縁してから五年。先生の御授莱は百回の余も拝見し、拝見すれば必ず書

き留めて来たのであるが¥ W孔子』の謀だけはどうしたものか一度もめぐD遭ったことがない。 ζ

れは私K聖賢む道を学ばうとする一念が足D在いのか知らと反省もして見るのである。(中略〉し

かし、孔子様の話を藷:い

れが気K食は在かった。

といふものは、みん左申合せたゃう K四角張って書いてあるのでそ

高須二日間の先生の『孔子~11:.喜んだのはその反動ばか b ではない。『大聖の面白』はこの二時

i首]の国語教室で、私Kははじめていきいきしたもの托在った。

機会が熱するといふのはあ bがたいものである。 J

三読みと Dの収数性

-r育つ」の一語へー

(A) I七変化Jの授莱過程

Gの

次K掲けやたのは、昭和七年二三月の交.!J11:.;t."ける千駄谷校二時向の授莱過程と、出和十一年八月

下句、野蒜校三時間のそれとを、それぞれ国語科「教材研究」演習に沿いて復元討究した際11:.¥レ

ポーターの学生たちが便宜上作成配布したフロワ・チャートである。

このこつの授業記録の出JI1:.、芦田は『小学国語読本と教壇』巻七(向志向行社 昭和十一年四月

干のを公Kし、 「乃木大将の幼年時代Jを四時前扱いとして詳説している。との著作をも含めると、
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芦田は同一教材 を、それぞれ一時間1 三時間1 四時間を記当して取扱なうとしたわけであるが1
~35)U- ¥ 

根本的在方針K変更が見られたわけでは在いQ フロク・チャートにも明らかなよう K、いわゆる七

変化の芦田教式l点、昭和七年の段階ですでK成立してな払とれを、-，通説二1 話しあひ

三1 通読図1 聴 写五、通説六¥意義七1 通読 とl呼んでいたのが、石井庄司博士も指摘さ

れているように 右の f小学国語読本と教壇』の執筆K際して¥門前震主人とと愛媛県川之江高等
~36) 

女学校教頭 古田拡氏一家の協力を受けるよう忙な払 その示唆Kよって 昭和十年十一月 Kは、G乃，f~~'- cl，.. -.---J ¥..¥ 

- ，よむ二1 話 し あ ひ 三 、 よ む 四1 書く 五、よむ六、とく G梓・語g!・3見〉 七1 よむ

と称するように左 9，翌年晩夏の野蒜の教壇でもとれが踏襲されているが、その活動の内容が変わ

ったわけで'if:;t左い。

(同 f響くことばJ. r光ることばj

変わら左かったのは¥数式のみで在<¥六意義(とく〉まで「螺旋:1犬trc押し上げて行ったJ教材

解釈もまた1 その基本線は一貫して動くととは在かった。すなわち、千駄谷伎の第一時の「二1 話

しあひjで1

「乃木大将がこん左 K偉くj;~な .!?K 在ったのは誰のなかげでしょう」という設問比対して\ r為、
父さん、 :;b~母さんの外K もう一人」と間かれて1 全級ほとんど羊子、-Y[J，7J:; r自分ですJ答える。

芦田は、 「私はしばらくそのYE(7.)顔を見守ら 7をいではゐられなかった」という O 続いて「皆さんも

さう思ふかJ全生徒挙手。 r教室の空気か1 全級の流か¥目の自iJ1f[ゐる一生 カ;;b'"そるなそる挙手
-~(3① 

する様。ただもう¥うれしかった。 Jと記している。 ζ れを受けて¥ r六¥意識Jの展開む中で¥

f両親と共K歩いて行ったーの中にうれしくてたまらない言葉がるるが丸っかDますかjとiLけい1

答えを受けて「よろしい。『共(r(~です。文母と共K歩けるだけ青ったのです。『共VL:Jlを『育っ

た Jと考へてもよろしい。」と釈く O さらに、終D近く r育てたのは父母だ。育ったのは誰かJ

「自分ですj と確認をさせ¥ r七1 通読Jのあと、 「これは明日のふ、仕事で寸寸'¥七段と八段K大

事左ことば一つ宛さがしてなさなさい。また ζの長¥，r:¥文'1コK、大事在日佐ーのことばを求めたら1 ど

れか、見つけて壮きなさい。 Jと指示して第一時を終る。最後の謀越は1 いわゆる「光るととば」

キイ・ワードを捉えさせる作莱であって、世上芦田教式は、教師が一方的にとれを板書して児童に

押しつける傾きがあるが、児童に選ばせるべきだとの批判をしばしば耳にするが、芦田自身の取扱

いは、そのよう左硬直したものでは左かったととが判る。との点は重要左ので、今一度、第一時の

授莱に立ち帰って考えてみよう o r三1 通読Jは、教師jり読みであるが、芦田は r私が読みますO

強く響く言企業K気をつけて聞き左さいよo Jと前提して、 「静かに読み1.tがら、所々陀釘をうつO
‘、、、 1 、1 、、¥¥、可、、、 1 、、、 1 、

『そ ζで』色々苦心C末です 10 ~Iぜか.!? jJが二つあ bますぞO 等。」さて読み終って¥ r皆さん

む心K響いた言葉と、先生のとは1 合ふか合はないか分 Dませんが1 書いてみませう O 各設でーっ
"¥ ¥ "¥可 1 、、、 1

ずつ。 Jとして、 「四1 聴写」のステップ陀なける板蓄に入るのである。

第二時に公いては、右の第一時終末の諒題を受けて1 七段で「武士の魂j八段で「武人の手本j

を児童Kあげさせ、 「えらい、これは、先生かじぎをする(供笑〉きのふ家へ帰って読んでみたら、

その言葉が、ふうっと浮び上って来たんでせう O 有JI瓦lか伊]白か読むと・・・よく読みなさいよo Jと

-13-



助言を加えて1 との諜題を通過した児童へは'[昔しみ左き賞揚を1 通過でき左かった児童へは1 その

方法を適確K指示する。さら』亡、第二の課題Kヲいて、

fさあ、今度はどうかね。一段から八段までの中にたった一つの言葉が見つかったか。ピカッと

光った言葉が。七段八段のうちにあるそれが見ヲかったか。 Jと問いかける。さき K¥ r心に響く

ζ とばJといい¥ r強〈響くことばJといって、いわば聴覚的イメーヅを以てキイ・ワードを児童

K索ねしめたが1 ことでは「ピカッと光った言葉Jと言いかえて1 いわば視覚的イメージを以て児

童K迫る。そして、恐らくは十歳児の能力を超えた難問なるととを看取して、前時の終 bの課題の

「全文中Jという採集の範囲を、 「七段・八段のうちKあるJと指示して1 わずか九行Kしぼった

のでbる。それでもやは.T¥児童(昔、 [終生忠誠質素・・・ Jr至って・・・ Jrいつもきらきら光っ

て・・ .Jr武士の魂・・.J等と探しあぐねる。ょうやくー児が fとの父母のもと Kこの家(疋背った

... Jと答えると、芦田は次のように展開する。

「その中のどれ。(児童とこでためらう〉あるんじゃ1 あるんじゃ。それだけの中氏あるんじゃ 1

いってどらんoJ 

(前の兇童) r父母のもと KJ

(ハイハイといふ声しき.T)

fもうーベんJ

(児童) rこのJ. 

r ~との』はよいが二つある。-つo J 

(児童) r育ったJ

遂K児童をして f育ったJを言わしめた。とれを「誘導訊問Jとして斥けることはたやすいが1

白熱した追尋の中K、児童の思考が展開せしめられる「教育者的堪能J キ想うべきであろう O さ
一 (3の」

すがに1 芦田莞爾として、

「され育つ、な5くさんやな母さんからいへば育ててゐるD 自分からいへば育ってゐる1 わかb

ましたか。その言葉がね、との中で一番、先生Kは光ってみえる。育てるために台父さんもむ母さ

んも御心配なすった。育つためK燕人はどれほど苦労したかわからない、わかったかね。 J (児童

うなづく)

との児童の理会を完全在らしめるためK、芦田は、教科蓄を取b、

「よし、それでは私が読まう O さういふ心持できいてゐてどらん在さい、それはよくわかるから。

よろしいかねo ••• Jと「三1 通読jへ入るのである。

(0) 教材観一 「育つjか「忠誠質素Jか

この「育つ」という一語を以て全文を「一握Dにするj声田の教材観は、千駄谷校に垣内先生を

迎えて指導を仰ぐための教材研究の過程Uてないて確立し、 『小学函語読本と教壇 J巻七を経て1
(40) 

野蒜校の授業(rC¥f.lたるまでー賞して動くことが左かった。千駄谷校の会共Hと教材が決定して以後、

芦田は一日として国語読本の八の巻を手からはなさなかったという O

「私は根気よく読んだ。案を立てではこはいこはしては立ててみるが1 うまくいかぬ。しかし
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それが教材の熟するK欽くべからざる経過だと思った。教材K熟して来ると1 融通無碍のi誌が伴ふ。

育つとはかういふことかと感じて点D左くう札しかった。

読む陀つれて最初は手予が光ずざ来たo 次Kは『下手引『や手』一つKまでが:見えるやうに

在ったo J と自ら誌しているD そして「全文は育つの一語にむかつてはたらいてゐる ζ とがわか
。1)~ ，-< - ~U. ~ ¥ ¥ 

る。 J(f(こ至IJるのであるO

四年後の野蒜での取 D扱いは、三!時間を当てたためもあって1ζの基本総は安わら;ないが、第一

時の「教案Jr二、話しあひ」と1 第三時の「教案Jr六1 とく JVC述べているよう VC¥

「尋四の男女児も一人として1 育てられて1 育ちつつらる人で在W ものは在h 事を知らせたいJ

「いはれを説いて、これはただ乃木大将VCI虫ったことではなし誌の上陀あてはまるととを知らせ

たい、jとする、いわば児童をして「自己を読ましむるj とと、:換言すれば「生活化」され、 「主体

性jをもった読みへの志向が目立って感じられる。

問題{昔、かかる教一材観1 主題把握カヘはたして戦前に冬、いて一般的・通宥的なものであったかど

うかである。試みに当時第四期国定国語教科書研究の権威とされた『小学i玄関読本綜合研究』巻七

(国語教育学会・代表者藤村作編 岩波書j吉 昭和十三年三月千Ij)を見ょう。この説K対して¥i-2Q 

説Jを佐野保太郎¥ r解釈Jを西尾突、 「指導J全武内好将の三氏が分担執鑑されている。

「安説JVCないては r総じてこの認は1 逸話として挙げられた事笑の蜂[ζ ある将判fを活かして

児童の頭(1て入れるよう忙し左ければ在らぬ。 Jと説かれ¥ 「解釈JVC沿いては1 乙れを J支けて¥r I~I:I 

世近自主の武士道の撃とイJpがれる人々の忠誠は、落侯か将革K対したものであるむ しかみに乃木大将

のそれは上御一人K捧げ奉ったものK外在ら在 v¥o (中崎〉剖]ち大将の父が諜ヨ三κ対して抱いた精

神を1 ーと御一人l亡対し奉る精神としたととろK、乃木大将心生存した時代り幸福があム大将その

人の人格的特質が感銘せられると共氏、その由来たるおJ年時代K於ける家庭教育の事実が益々その

光婚を加へて来るやうに足、はれる。 Jと結ばれている。さらに日旨導」は四時間をあて、一往芦田

技式κ則った展開を記したあと、 「指導む発援Jとして¥ 「大将御夫妻の忠?:.I~(rCも悲壮な街j;縁取jを

話して向かせる O 児童は必ず泣くであらう。ただ上倒い人のためのこの壮烈な最一期は生きとし生.け

るわがいたいけ左学童の魂をゆさぶD動かし1 奮ひたたさずにはなか在いであらう o Jとしめぐく

っている O とれが、野蒜校の授莱の後1 一年半にして書かれた代表的な教材観を示す文章なのであ

るO 芦田もすでKその潮流の中K身を置いているととを自覚していたと忠われるととは1 前節の陪

つ」にいたる探索の中で1 一児が「終生忠節質素'" Jと答えたのに対して、

「さう 1 そこか、さういふだろうと思ってゐた。 返ったのではない。違ったのでは左いのた、けれ

ど、ほかにJ と応じているところKもうかがえるc 上の話ー家の解釈を基本K据えるとき、 f育つj
(42) 

よbむしろこの方が妥当左答えとされたのかも知れない。しかし¥芦田はそれを採ら左かった。

ここで1 私は国語科教育花むけるイデオロギイの不毛性を忠わずにはjきれない。あながち問題は

過去のととのみでは左いのである O

ととろで¥大久保忠制氏臥かつて『国語教育解釈学理論の究明 jj Q劫草書房 昭和四十四年八

月干1]) 在る著書を公にされて1 垣内松三・芦田恵之助・石山il管平の理論を詳細に批判せられた。と
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とK芦田の「乃木大将の幼年時代jの授業を対象K据えたものとしては1 他K論考が見られないだ

け民学界に大き在影響を及ぼしたものと考えられる。いまその所説の一々を採 b上げて、，検討を

加えることが、先学K対する犠礼かと忠われるが、紙i福が尽きた。氏の批判の結論と思われる部分

だけを引かせていただく O

「ζの堪能はその点でだけは美事ーだったとしても 1 この教材(![!i教師の要求する答えだけ』を出、、、
させて逆ぶととからは1 形式比ないては、教材絶対主義の受けと D読み(これを解釈学では『理会』

と名づけるらしい〉¥内容Kないては時の支配者の教育方針を絶対とする1 忠君愛国主義と立身出

世主義との結合1 そして、天皇の名Kよる徴兵部!の中で、上官の命令を朕が命と，CA:尋て絶対服従す

るととだけを最上のモラノレと考える青年1 同じく企業内Kむいては上長者の命令を敬服信奉して笑

行するだけの人間を作 Dあげるに1 最適の国語教育だったととが1 じっKよくわかる。そして1 国

語教育が道徳教育の下僕となっていたころ勾当日・垣内の果たした役割が最もよく浮きぼl?VC説わ

わしているのが、との授莱と講演であったととも 1 明らかにされた。つま D日本の軍国主義は、こう

いう批判精神の欠如した教育家たちの手によって、敗戦にいたる日まで忠実K再生産されてきたの

である。 J ぐ版文ゴシックの個所K下線を施した)
(4め

。コ) 読みの収倣性と拡散性

芦田の説みの指導過程が I響くことtfJ r光るととばJを媒介Kしつつ、只一語へ向って1DZ蝕

していくことは、すでに見たとなDでるる O これを大久保氏のよう VLr教材絶対主義の『受けと b

読みJlJと批判しないまでも¥ J ・p.ギノレフォートーのいう「創造的思考Jの一条件としての「拡

散的思考J (Di Verg8n七七hinking)の心理学説などを援用して、多様左読みの可能性を強調す

る向きが多い。との考えK立って授業を展開すると1 授業はしばしば教材文を一次刺激とした自由

連想めいて来たD、多様在構報を国語教室K持ち込んで、 「理科jか「社会科J、はては f道徳、j

の授業(((::.1:;、ける討議学習とイ可等変わるところが左くなる傾きがある。教師は時々、児童を「教科書

へ帰してやる」というが、教科警の正しく深い読み告体を行勤自擦としている限iJVL:J訟いて、この

表現自体、不見識も甚だしいといわねば左らぬ。新指導要領の発表以来、 「関連指導Jの必要性が

論ぜられ¥ I顎:きながら読む」ことや¥ I話し合い左がら読むJことが強調されているかのようで

ある。芦印の指導は、との点、 i見続左目的意識に立フていて1 前稿で検証したように、/正しく深
(44) 

く「読むためK書く」のであ iJ¥正しく傑< I読むために話し合う」といってよかろう O 試みに、

野蒜校での授楽第一一11寺の四十六分間の中1 読みK費した|時間は個人説(八名〉三分二十五秒

2~む説五分五五秒 5斉読(黙読一自音読二回)一分二三秒、 4斉読(不明〉であって1 延べ十分

間三秒以上1 最後の斉読を含めて仮に十二分とすると、四分の一以上をあてたこと K左る。第二時

では延べ七分間五秒、第三時では延べ八分二回秒で1 それぞれ全時間の一六パーセンハ一八パー

セントに当たる。との読みを深化し収数せしめるためVL¥二つの「読みjの開花「話し合いJがは

さまれて「読みJと相互浸透いそれらの中核として「書く」作業が真中K据えられるのである。

(附flC)本稿をJi立すに当って1 貴重在資料ーを提供された古田拡教授、石井庄司博士1 青山淳心居

翁に心から感謝の意を捧げる。本授業中Kなける遅進児の活躍¥ r育つJの一語が一個の教材観を
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超えて、芦田の生涯を寅ぬ〈教育観の確立へ進展する位相在ど1 論じのとした主主要左論点も多いが1

すべて他自を期したい。 (19 7 7・11・23) 
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(13)前掲(5)の文献'¥ 1 0ページ。

(14)昭和五十二年六月十八払山梨大学国語教育研究会月例会Kむいて、授業の全容をピデオ

・テープによって視聴した上で、討議を行った。

(15) 前掲(5)の文一献、 2ページ以下o

(16)前掲(1)の文献、 64ページO

(17)同前 6 7ページ。

(18) 青山広志編『芦田恵之助先生七十八歳の教壇記録~ (いずみ会 昭和三十八年十一月刊〉

自序 10ページ以下。

(19)前掲書 5 0ページ。
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(20)前掲番 5 1ページ以下。

(21)昭和七年四月六日付、芦田あて青山書簡。その全文は、 「同志消J患Jと標して1 前掲(3)の

文献 13 3ページ以下K紹介されている。

(22)前掲(3)の文献 7 5ページ。

(23)第一日の授業記録Kよれば'¥ rOIi二人で読んで下さい。一段から六段まで一人。七段と

八段を一人。』かくて通読せしむるとと二回。読み援は概してよい Jとある O しからば1 ー~六

段六二O字と1 七~八段一四七字を二人K分担せしめて、二回繰D返したこと K左るが、坦内のあ

げる二J!cの時間との関係が分明で左い。

(24)前掲伍)の文献 5 7ページ。

(25)向上 7 4・75ページ。

(26)向上 78ページ(rC¥ rこれは私の測定ではあ bませんが、傍K在った人の測定Kよbます

む三分三十五秒でるの全体をな読みrc1.t .tましたJとある。 慢の人が誰であったかは知るべくも

在いが、昭和七年当時、垣内K在らって、かかる計測を行った教師がいたことに注意せられる。

(27)昭和十年七月十日、仙台市木町通小学校κなける「キンギョ jの授業記録花、 「安阿君ゆ

っく bしたよい読み。筆者との時またストップウォッチを持ヲてゐ左いので測定はいたしかねた。」

とある。(前掲(1)の文献 95ページ〉

(28)国立国語研究所報告九『読みの実験的研究 JJ (1955年)V(よれば、四年生の音読の速

さは、 f学芸会J (総字数三七四字) (rC会いて一分間平均一八七字、 「まさ名、くんの病気J (総字

数四二一宇) (f(ないて同一六七字であフた。ととろが、同研究所r高学年の読み書き能力 JJ (1 9 

6 0年)V(よれば、一分間c説字数平均は、四年一学;切にないて三六九字1 二学期K公いて四八六

字と左っている O

(29)前掲臼)の文献 7 5ページ。

(30)芦田のいわゆる「七変化」の数式を、垣内が「螺旋的向上の教式Jと呼んだことはよく知

られている。(前掲(1)の文献 35ページ等〉との表現を垣内が初めて用いたのは、昭和七年三月一

日・第二自の講演中K四回ム同夜、芦田をはじめ1 古田・三好・加茂・沖担の五氏を学士会館の

晩餐K招いた席上と K沿いてであった。席上、芦田の教式を評して垣内r.士、 「との教式は単在る流

では7全くて、螺旋状K押し上げて行くもののやうだ。中心を在すものは教師の堪能である。」とい

ったという o (前掲(3)の文献 69・78・79・91ページ訟よび向書 32ページ〉

(31)前掲(1)の文献、 79ページ。

(32)前掲(1)の文献¥406ページ。

(33)前掲 (18)の文献、 19 5ページ。

(34)前掲(1)の文献'¥ 3 9 4ページ。

(35)厳密Kいえば1 前主主でものべたように、第三期国定教科書の教材文から'¥ r実K鉄は熱い

うちKきたへ在ければ左らぬ。 Jの一文を再IJ.T、郷里の家の関取.t(f(修正を加え、 f大将の」を六

か所で削るなど、数多くの修正を施した上で1 第四其13の教材文が作られているので1 同一教材とは
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いえ在¥.I"lo しかし、文意Kわたる修正は全くみられず、よく原文を生かしているので、その差は、

として計量的K扱う際医¥次のとと K留意すれば足ると考えられる。

第三期本文 754-字(漢字'298字かな 456字〉 第四期本文705字(漢字'}6 4字

かな 44 1字)

(36) 石井庄司『国語科指導過程の探求 JJ (日 総合教育研究所昭和阻O年五月干1])

3 8ページ参照。

(37)門前屋様式と芦田が親愛をとめて呼んだ古田拡氏とその一家の協力ぶ JJ{t<ごついては¥ ij""同

』第三巻第一号(ζ載った f門前屋j と題する芦田の一文(1[委i踏をつ〈している。?う:Ji、との文

は、『小学国語読本と教壇』巻三(同志向行社 昭和九年四月干1])の巻頭の何者言J(1(抄録されて

いるO

(38) とのこ児は¥いわゆる遅進児であって、芦田は[君、は私と最もちかき地点I(C，:二人の刀の

よわい児がゐることを見つけた。二自問殆ど視線をこの子からはi.J:さなかった。そのためK室内の

空気が1ζの児Kよって乱さるるとと左しを Dをbは正確左答をこの児がしてくれるのでうれし

かった。 J と述べてなり 1 垣内も講演の I~コでこの二Y(1，(í(ふれている。

(39)垣内が、第二日目り講演中で、芦田の教育技術を評したことばであるo のX献 85 

ページ参照。

(40)沖垣寛編「芦田恵之助著作昌録J (沖垣・中村・遠藤繍『芦田;恵之助先生の道と教育 J小

樽恵雨会 昭和三十二年四月干IJ~位戦〉によれ(r:f\l昭和三年七月(rC~国語説本各謀取扱の7創設J託 尋

四』を著している。千駄谷校の授業の四年前に、との謀をどう見ていたかをうかがう重要な資料で

あるが未克である。大方の御示教をな頗いしてなく。

(41)前掲仰の文献其の一四立案 2 3ページ。

(42)前掲(3)の文献 61ページ。

(43)大久保忠刺『国語教育解釈学理論の究明 JJ (勤草書房 昭和四十四年八月干Ij) 9 2ページ。

(44) 前掲(5)の文献 11ページ。

(追記)成稿後、在(どi0) であげた文献を、東喜文庫で1m覧する磯K恵まれた。 I司替は、第三

矧l翠定巻入第二十八のこり謀Kついては、 6ページをさいている。玖材観として、 f偉大な乃木大

将ーのその幼年時代を学ぶのは、同じ年頃の学童をして1 自己を顧させるKはよい機会を与へるもの

である。 ζ とに大将が幼時虚弱で臆病であった?をどは¥修養によって自己を育てる義を会待させる

Kは1 最もよい資料aである。乙の諜を取扱って、見落してはならないことは、乃木大将を育てたの

は厳格な父と母であるけれども1 育ったのは乃木大将であることだ。 J (傍点本稿筆者〉と述べ、

さらK教材文の惹語K沿いて¥第一文「乃木大将は幼少の時1 体が弱く、其の上臆病であった。」

の下トて、 (育てれば育つ〉といい、最後の「まことにいわれのあることである」の後(rC(育てる力。

育つ力。)といフていることK注意せられる。即ち¥ f育つJで一握.J)/i[する芦田の教材観は、昭

和 3年 7月の段階ですでκ成立していたわけである。
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